
917-0045  福井県小浜市加斗 30-35  

加斗公民館   開館時間 ８時３０分～１７時３０分 

     休館日 毎週月曜日・第三日曜日・祝日 

電話番号・FAX： 0770-52-5136   

HP アドレス： http://www1.city.obama.fukui.jp/obm/kouminkan/kato_k/ 

または、検索エンジンで「加斗公民館」と検索してください。 

E-mail： ph-kato@city.obama.fukui.jp  

 

  

   

 ９月の行事予定  

１８日（金）… 定例区長会  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

加斗公民館 

西の玄関から加斗のたより 

ひまわり 
 

令 和  2 年 8 月 20 日 発行 

発行所  加斗公民館 386 号 

      小浜市加斗 30-35 

（電話）  ５２－５１３６ 

（ＦＡＸ） ５２－５１３６ 

 世帯数 449 世帯・合計 1,263 人 

人  口  男 614 人・女 649 人  

 

 ９月の元気ハツラツ教室  

８日（火）・２９日（火） 

時間： 13:30 ～１5:30 

公 民 館 

７日（月） 

１４日（月） 

２０日（日・第３） 

２１日（月・敬老の日）

２２日（火・秋分の日） 

２３日（水・振替） 

２８日（月） 

 児 童 館  

６日（日） 

１３日（日） 

２０日（日） 

２１日（月・敬老の日） 

２２日（火・秋分の日） 

２７日（日） 

 

休館日 

１０月２５日（日）健康ウォーク 

１１月１日（日）加斗地区文化祭 

中止と決定致しました。 

行事中止のお知らせ 

 駅の掲示には塚本さんに何かと

ご配慮いただきました。ありがと

うございました。 

７/２８(火) 加斗小６年生が「蒼島学習」でシーカヤックに挑戦しました 

 児童たちは二人一組で息を合わせ、上手

にパドル（カヤックを漕ぐ道具）を動かし、

蒼島から松原海岸までの帰路１kmを無事

に達成しました。 

～地域の方々に練習時の指導をお世話になりました～ 

令和２年度小浜いきいき建診 始まりました 

＜内容＞特定（基本）健診  骨検診  肺がん・胃がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診 

＜日程＞令和２年８月２５日（火）～１２月１２日（土） 

 

〇実施日の１０日前までに健康管理センターまでお申し込みください。 

〇詳細は各ご家庭に配布された「小浜いきいき健診のお知らせ」（ピンク色の紙）をご覧ください。

公民館にも設置してあります。 

 

＜申し込み・問合せ＞小浜市健康管理センター ℡：５２‐２２２２ 

 
健やかな生活のために年

１回の健診を大切に！ 

児童館のマリーゴールドが

きれいです。夏ですね♪ 

（８/６撮影） 

 指導にあたったのが稲川さん

（上加斗）と松葉さん（東勢）。

地区でカヤック事業ができる

のもこのような方たちのおか

げです。 

ＪＲ加斗駅と公民館に展示中 

ぜひ見にきてください！ 

 小浜第二中学校２年生の加斗

出身の生徒７名が、加斗地区の

名所や自然などについてまと

め、新聞にしました。加斗のい

いところがいっぱい詰まってい

ます。 

加斗地区の中学生が 

新聞を作成しました 

公民館からのお願い 

 公民館駐車場内のアルミ缶回収場

所・ごみ箱に家庭ごみを置くのはお

止めください。 

飲物の空のアルミ缶のみ回収

しております。 



・日時：3 月 10 日(土) ・開会式：１０時 ～ 

・場所：小浜市文化会館大ホール 

・舞台発表 10 時 30 分 ～  

加斗地区は 2 名の方が出演されます 

・芸能祭 40 回記念講演  14 時 ～ １５時３０分  

◆演題 「笑って迎える明るく幸せな老い支度」 

稲手 信次 氏（石川県の 綾小路きみまろ とよばれてい

る） 
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７/２８(火)老人クラブ 岡津製塩遺跡清掃 

２回目の清掃をお世話になりました。早朝

から暑い中ありがとうございました。 

７/１４(火)ふれあいサロンリーダー研修会 

今後サロンを開催するにあたり、コロナ

対策が大きな課題となっています。 

―加斗地区保健推進員の紹介― 

（敬称略・氏名の右は担当区） 

松葉美紀子（東勢・西勢） 

地村美智子（荒木・黒駒・法海） 

霜中美智代（下加斗・上加斗・岡津・鯉川） 

＜主な活動＞ 

① 乳幼児のいる家庭への声掛け 

② 子育て教室開催の協力 

③ 「けんしん」のおすすめ など 

昭和１８年頃と思います。何もわからず区民の人が戦争に行くので見送りに連れていってもらいま

した。何で行くのかもわかりません。これが私の初めての加斗駅の思い出です。 

昭和２０年頃学校から帰り汽車を見たくて家を出たら村はずれで、村の人に会い、どこに行くのと

聞かれ、「汽車を見にいく」と言ったら「今荷物送りにいくのでリヤカーに乗れ」と言われ乗せても

らいました。 

役場（今の公民館）の横を通って駅に着きました。少ししたら役場の屋上のサイレンが強く鳴りま

した。汽車は来ません。駅の人、リヤカーの人と共に、駅裏の倉庫でムシロをかぶって隠れました。

東方より飛行機が通り、爆弾を落として去りました。駅舎も木造でしたので少し被害を受けました。

子供の時から「サインが鳴ったら早く逃げろ」と聞いていました。少し時間が遅れていたらどうなっ

ていたかわかりません。 

駅の人、リヤカーの人、どこのお人かはわかりません。戦争も８月１５日頃終わったと聞きました

が、はっきりは知りません。リヤカーの人にまた村はずれまで送ってもらいました。駅の人、リヤカ

ーの人に未だにお礼を何も言っておりません。心残りです。忘れません。 

 
昭和２３年度小学校を卒業した頃です。駅近くにはあまり住宅もありませんでした。組合の（今

のＪＡ）荷物を扱う○通だけです。加斗駅も時々貨物列車が止まりました。いつになっても汽車見た

さに行くと毎年秋になると、木箱に入れた大次郎柿の積込みを、「子供でも出来る」と手伝いを頼ま

れました。 

休みの時は柿の“じくし”を食べたうまさは忘れません。その時のホームは賑やかでした。今は貨

物列車も通りません。当時のホームもありません。何十年過ぎても加斗駅は忘れません。待合室で

も当時は私達の図画ばかりです。戦争の敵の飛行機、軍艦などばかりでした。 

今は何も考えずに昔を思い浮かべ高齢者の一人として、健康のためにも出られるだけ加斗駅に行

き、新しい椅子に座り目をつぶって昔の事を思い出すのが楽しみです。 

この作文についても公民館だより「ひまわり」で加斗駅の事を思い出す事ができました。ありが

とうございます。 

 

エピソード①‐命を助けてくれた人たち‐ 山﨑 武さん（法海） 

  

８/８(土)加斗海岸の現地確認を行いました 

地区民の皆様には６月に鯉川海水浴場の浜

開きに関するアンケートへご協力いただきま

してありがとうございました。 

海水浴場閉鎖に伴い、加斗海岸への観光客の

流入を心配する声が多く上がりました。警察や

県土木事務所、小浜市などの関係機関と連携を

とり、対応しております。 

みなさんの加斗駅にまつわる 

エピソード・写真を募集しています。 

テーマは自由です。 

若い方の応募もお待ちしています。 

浜開き中止で静かな鯉川海水浴場（８/６撮影） 

砂浜はきれいに整備されており、また、地

元の事業所の方たちが清掃を続けてくださ

っています。 

今年の海水浴場は閉鎖。でも様々な対応をしてくださる人たちがいます。 

７/１７(金)区長会・各種団体長会議 

各種団体の事業についての現在の状況や、

今後の予定等を報告しました。お互いの現状

を把握できました。 

 山﨑さんにはもう一通寄稿いただきま

した。後の号で掲載させていただきます。 

加斗の海を守ってくださりありがとうございます。 


